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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

広
告

自社のニーズに合った人材を育成できます!

１１ 自社のニーズに合った職業訓練を通じ、有能
な人材を育成・確保できます。

２２ 訓練生の適正や職業能力を評価することにより、
採用時のミスマッチのリスクを軽減できます。

３３ アルバイトやパート、派遣社員などを正社員に
登用するときも活用できます。

４４ 助成金を活用することにより、訓練の実施にかかる
コスト負担を軽減できます。

５５ 人材育成や能力開発に積極的な企業であることをＰＲ
できます。

　　勝　山　商　工　会　議　所
奥越地域ジョブ・カードサポートセンターTEL（0779）88-0463

お問い合わせ

、

員に

こんな
メリットが…

 

 

 

 

 

  

  

 
  

 

 

 

   

 

 

「受験合格は
暗記が10割」 「神隠しの教室」

「クモの糸で
バイオリン」

林　尚弘／著
幻冬舎

山本　悦子／作
童心社

大崎　茂芳／著
岩波書店

数学はパターンを頭にたたきこむ。
暗記には単語カードよりもノートを
使う。参考書を「単語系」「文法系」
「数学・理科系」「文章読解系」「講
義系」のタイプ別に暗記して入試ま
で絶対に忘れない！最短ルートで合
格術を手に入れよう。

学校で5年生5人が姿を消した。神隠
しと騒がれたが、養護教諭の早苗先
生には心当たりがあった。自分もいじ
められて消えたかったとき、この学校
とは別のもうひとつの学校に行ったか
らだ。ある日、保健室のブログに5人
からの書込みがあって…。

クモの専門家でもない著者が、クモの糸
を研究すること40年。同じクモから何種
類もの糸が出され、クモの機嫌によって
もデキが変わるという。糸を集めてぶら
下がったり、ついにはバイオリンの絃を
作ってみたり。名器ストラディバリウスの
上で奏でられるに至る成功物語。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書



12月定例市議会
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12
月
定
例
市
議
会
が
12
月
2
日

か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
18
日
間
の

日
程
で
開
か
れ
、
山
岸
市
長
は
招

集
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
改
訂
作
業

を
行
っ
て
い
る
「
第
５
次
勝
山
市

総
合
計
画
」
並
び
に
「
勝
山
市
地

方
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
施

策
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
よ

る
新
た
な
課
題
に
も
的
確
か
つ
機

動
的
に
対
応
す
る
予
算
編
成
を
行

う
と
述
べ
ま
し
た
。

◆
補
正
予
算

　

主
な
内
容
と
し
て
、
職
員
人
件

費
、
北
谷
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
指
定
管
理
業
務
、
北
谷
公
民

館
指
定
管
理
業
務
、
臨
時
福
祉
給

付
金
給
付
事
業
費
、
小
・
中
学
校

校
舎
整
備
事
業
費
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
（
都
市
再
生
整
備

計
画
）
事
業
費
、
農
業
基
盤
整
備

促
進
事
業
費
な
ど
で
一
般
会
計
に

4
億
2
3
0
3
万
7
千
円
を
増
額

し
、
総
額
を
2
1
5
億
3
4
3
8

万
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護

保
険
特
別
会
計
な
ど
7
つ
の
特
別

会
計
で
合
わ
せ
て
2
2
5
7
万
9

千
円
を
増
額
し
、
80
億
5
9
2
7

万
4
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
会
計
で

6
8
0
万
4
千
円
を
増
額
し
、
7

億
2
3
6
万
5
千
円
と
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
6
号
・

第
7
号
）
に
関
す
る
専
決
処
分
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
条
例

　

条
例
は
、
勝
山
市
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
、
勝
山
市
特
別
職

の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
等
、
勝
山
市
税
条
例
、
勝

平
成
28
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
を
可
決

山
市
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
そ
の
他

　

平
成
27
年
度　

勝
山
市
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
継
続

審
査
事
件
）
を
認
定
、
平
成
27
年

度　

勝
山
市
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
（
継
続
審
査
事
件
）
を
可
決
な

ら
び
に
認
定
し
ま
し
た
。

　

5
件
の
陳
情
に
対
し
て
、
1
件

を
採
択
、
3
件
を
不
採
択
、
1
件

を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

2
件
の
意
見
書
、
1
件
の
決
議

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

勝
山
・
永
平
寺
衛
生
管
理
組
合

議
会
議
員
の
選
挙
で
倉
田
源
右
ヱ

門
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
「
公
共
用
財
産
（
水
路
と
里
道
）

の
管
理
と
市
道
７
ー
92
号
線
水
路

改
良
工
事
」
の
調
査
に
関
す
る
動

議
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

誘
客
拠
点
整
備
に
関
す
る
特
別

委
員
長
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
委
員
の
選
任

　

勝
山
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

藤
村
敏
夫
氏
＝
立
川
町
１
＝

冬の風物詩冬の風物詩

勝山年の市勝山年の市
と　き　1月29日（日）
ところ　本町通り

出店数　53店（木工品、鯖の熟れ鮨し など）

　　問　勝山年の市振興会
　　　　（勝山本町通り商店街振興組合内）
　　　　　☎090 ｰ 8269 ｰ 8529
　　　　勝山商工会議所　☎88 ｰ 0463

今年もまちセリやります
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝

に
て
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
市

長
選
挙
の
結
果
、
引
き
続
き
市
政

の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

勝
山
市
の
新
た
な
創
生
の
た
め

に
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
を
廃
し
、
組
織

や
事
業
な
ど
す
べ
て
の
面
で
新
鮮

で
大
胆
な
発
想
を
取
り
入
れ
て
時

代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
一
番
目
は
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
U
I

タ
ー
ン
者
を
増
や
す
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

新
年
度
よ
り
、
市
役
所
の
組
織

の
中
に
専
門
の
課
を
設
置
し
て
、

移
住
者
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発

信
と
対
応
が
一
元
的
に
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。
ま
た
移
住
者
が
安

心
し
て
働
け
る
雇
用
の
受
け
皿
の

選
択
肢
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
子
供
を
生
み
育
て
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
「
子
育
て

環
境
日
本
一
」
を
引
き
続
き
強
化

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

二
番
目
に
は
、
観
光
の
産
業
化

へ
の
取
り
組
み
で
す
。
昨
年
６
月

に
は
、
勝
山
市
観
光
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
が
発
足
し
て
そ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
勝
山
商

工
会
議
所
が
主
体
と
な
っ
た
第
３

セ
ク
タ
ー
会
社
で
す
が
、
勝
山
市

も
資
本
参
加
し
て
会
社
設
立
か
ら

関
与
し
、
当
面
の
主
な
事
業
で
あ

る
旧
料
亭
花
月
楼
の
改
修
や
、
恐

竜
博
物
館
前
に
建
設
す
る
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
と
物
販
施
設（
仮
称
）

ジ
オ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
に
も

国
・
県
と
共
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
は
、
恐
竜
博

物
館
の
観
光
客
を
一
人
で
も
多
く

ま
ち
な
か
に
誘
客
し
、
ま
ち
な
か

で
観
光
消
費
額
が
大
き
く
な
る
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
と
、
ゆ
め

お
ー
れ
勝
山
、
白
山
平
泉
寺
、
越

前
大
仏
、勝
山
城
博
物
館
、ス
キ
ー

ジ
ャ
ム
勝
山
、
そ
し
て
平
成
32
年

に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
道
の
駅
」

な
ど
、
勝
山
市
が
誇
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
と
も
に
、
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
市
民
が
磨
き
上
げ
た
各

地
域
の
伝
統
の
力
と
も
リ
ン
ク
し

て
、
勝
山
市
全
体
が
「
稼
ぐ
力
」

を
発
揮
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

　

三
番
目
に
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の

取
り
組
み
を
更
に
進
め
て
、
現
在

の
勝
山
市
を
形
成
し
た
大
地
の
歴

史
や
そ
の
中
に
眠
っ
て
い
る
恐
竜

化
石
や
縄
文
土
器
、
今
年
開
山
１

３
０
０
年
を
迎
え
る
白
山
平
泉
寺

な
ど
の
歴
史
遺
産
や
、
勝
山
左
義

長
に
代
表
さ
れ
る
各
地
域
に
残
る

伝
統
文
化
、
さ
ら
に
は
大
事
に

守
っ
て
き
た
環
境
と
景
観
を
大
切

に
し
た
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
人

を
呼
ぶ
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

す
。

　

四
番
目
に
は
、
次
代
を
担
う
小

中
高
生
の
た
め
の
教
育
に
更
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。
特
に

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要

な
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
文
科

省
の
英
語
教
育
強
化
地
域
指
定
に

よ
っ
て
高
ま
っ
た
英
語
教
育
環
境

を
更
に
持
続
し
て
効
果
を
上
げ
る

と
共
に
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
、

E
S
D
に
よ
る
環
境
教
育
に
つ
い

て
も
更
に
持
続
し
て
発
展
さ
せ

て
、
全
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
め

ざ
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に

す
ば
ら
し
い
勝
山
市
の
環
境
の
中

で
、
伸
び
伸
び
と
育
ち
、
ふ
る
さ

と
を
誇
り
に
思
う
子
供
た
ち
を
育

む
教
育
を
今
ま
で
以
上
に
進
め
ま

す
。

　

五
番
目
に
、
高
齢
者
・
障
害
者

福
祉
対
策
な
ど
を
充
実
し
て
、
安

全
に
住
め
る
安
心
な
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
７
年
間
に
わ
た
っ

て
、
勝
山
市
を
構
成
す
る
市
内
10

地
区
の
住
民
と
語
る
会
を
毎
年
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
「
語
る

会
」
で
の
市
民
か
ら
の
要
望
を
要

約
す
る
と
「
い
か
に
暮
ら
し
や
す

い
、
い
い
町
を
つ
く
る
か
」
と
い

う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、

私
は
５
期
目
の
第
１
年
目
の
ス

タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
、「
い
つ
ま

で
も
住
み
続
け
た
い
勝
山
」「
い

つ
か
は
帰
っ
て
来
た
い
勝
山
」「
い

つ
で
も
帰
れ
る
勝
山
」
を
つ
く
る

た
め
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
お

誓
い
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
勝
山
」

「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
勝
山
」

「
い
つ
か
は
帰
っ
て
来
た
い
勝
山
」

「
い
つ
か
は
帰
っ
て
来
た
い
勝
山
」

「
い
つ
で
も
帰
れ
る
勝
山
」

「
い
つ
で
も
帰
れ
る
勝
山
」を

目
指
し
て

を
目
指
し
て

勝
山
市
長　

山　

岸　

正　

裕
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　厚生年金保険、国民年金などから支給される
公的年金等については、所得税法上の「雑所得」
にあたるため、所得税が課せられます。

◆源泉徴収票について
　平成28年中に老齢または退職を支給事由と
する年金を受け取られた方に日本年金機構より
送付されます。平成28年中に支払われた年金
額と、年金から差し引かれた所得税額などをお
知らせするものです。
　確定申告の際に添付書類として必要となりま
すので大切に保管してください。

◆所得税が年金から源泉徴収される方
•65歳未満で受給額(年額)が108万円以上の方
•65歳以上で受給額(年額)が158万円以上の方

◆源泉徴収票の送付時期
　１月中旬～下旬にかけて、日本年金機構より
順次発送される予定です。
※ 障害年金や遺族年金は所得税の課税対象では
ないため、源泉徴収票は送付されません

◆源泉徴収票の再交付（過去８年分）について
　福井年金事務所へ電話で申請することができ
ます。基礎年金番号が確認できるものをご用意
のうえ、お申し込みください。
　再交付には2週間程度かかります。お急ぎの
場合は、年金事務所の窓口でお申し込みくださ
い。
※ 市役所では再発行できませんのでご了承くだ
さい
問　市民課（市役所１階）☎88－8102
　　福井年金事務所　☎0776－23－4518

年
金「平成28年分公的年金等の源泉徴収票」が送付されます「平成28年分公的年金等の源泉徴収票」が送付されます

～年金を受給している方へ～

あなたは確定申告が必要？不要？

○このフローチャートは、一般的な事例です。あてはまらない場合は、税務課までお問い合わせください
○ 給与所得者の方で、年末調整後に医療費控除や扶養控除などの控除を追加、変更する場合は、「所得税
の確定申告」をする必要があります

?

今年1月1日に、当市に居住していましたか？ 当市に「市・県民税の申告」を提出する必要はありません。
1月1日に居住していた市区町村にお問い合わせください。

「市・県民税の申告（無所得の申告書）」を提出してください。
市内の方の扶養親族として申告されている場合は不要です。

当市に「市・県民税の申告」の必要はあり
ません。（「所得税の確定申告書」を提出す
ると、その申告書が当市に送付されるため）

申告の必要はありません。

「所得税の確定申告」をしてく
ださい。所得税が納付や還付
にならいないときは、「市・県
民税の申告」になります。

年末調整を
されていま
すか？

所得税の納付や還付のための確定申告書を提出しますか？
※ 公的年金などの収入額の合計が400万円以下で、その他の
所得が20万円以下の方は「所得税の確定申告」は不要（た
だし、還付を受けるための申告は可能）

平成28年中に何らかの収入がありましたか？

平成28年中の主な収入は給与でしたか？

次のうち、何番に該当しますか？
①給与は１か所のみ
②給与は２か所以上
③ 給与と給与以外の収入（営業、農業、不
動産、一時所得など）がある

※ 勤務先から当市に「給与支払報告書」が
提出されていないときは、「市・県民税
の申告」が必要

「所得税の確定申告」をしてください。年末調整をされていない
給与収入が20万円以下であれば「市・県民税の申告」になります。

「所得税の確定申告」をしてください。年末調整されていない給与収入と給
与以外の所得の合計が20万円以下であれば「市・県民税の申告」になります。

スタート

はい

いいえ

いいえ

いいえ

①
いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

②③

「市・県民税の申告」が必要です。
※ 年金収入のみで控除の追加をし
ない方は不要
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確
定
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

確
定
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

問　

税
務
課
（
市
役
所
１
階
）
☎
88
‐
８
１
０
１

　

次
ペ
ー
ジ
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

を
参
考
に
、
申
告
が
必
要
か
ど
う

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
方
は
税
務
署
で
申
告
が
必

要
で
す
。

①
青
色
申
告
を
す
る

②
営
業
所
得
が
あ
る

③ 

分
離
課
税
と
な
る
譲
渡
所
得
・

配
当
所
得
な
ど
が
あ
る

④
山
林
所
得
・
退
職
所
得
が
あ
る

⑤
雑
損
控
除
を
受
け
る

⑥ 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る

⑦
贈
与
税
の
申
告

　

右
記
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、

勝
山
市
会
場
で
も
申
告
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

所
得
税
の
申
告
書
の
用
紙
は
、

１
月
下
旬
以
降
、
税
務
課
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
・

県
民
税
の
申
告
様
式
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

申
告
の
提
出
が
な
い
場
合
、
所

得
証
明
書
の
交
付
や
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
に
影
響
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
勝
山
市
会
場

受 

付
期
間
▼
２
月
16
日
㈭
〜
３
月

15
日
㈬
※
土
日
除
く

※ 

農
業
相
談
会　

２
月
18
日
㈯
・

19
日
㈰

※
休
日
相
談
会　

３
月
５
日
㈰

受 
付
時
間
▼
午
前
８
時
50
分
〜
11

時
30
分
、
午
後
１
時
〜
３
時
30

分
受
付
会
場
▼
教
育
会
館
３
階

※ 

混
雑
の
状
況
に
よ
り
受
け
付
け

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

地
区
公
民
館
巡
回
相
談
会

２
月
21
日
㈫　

平
泉
寺
公
民
館

２
月
22
日
㈬　

遅
羽
公
民
館

２
月
23
日
㈭　

猪
野
瀬
公
民
館

２
月
24
日
㈮　

村
岡
公
民
館

２ 

月
27
日
㈪　

北
谷
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

２
月
28
日
㈫　

野
向
公
民
館

３
月
１
日
㈬　

荒
土
公
民
館

３
月
２
日
㈭　

鹿
谷
公
民
館

３
月
３
日
㈮　

北
郷
公
民
館

受 

付
時
間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

※ 

北
郷
公
民
館
は
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
3
時
30
分

◆
税
務
署
会
場

受 

付
期
間
▼
２
月
16
日
㈭
〜
３
月

15
日
㈬　

※
土
日
除
く

受 

付
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
受
付
会
場
▼
大
野
税
務
署

※ 

「
土
地
・
建
物
な
ど
を
お
売
り

に
な
っ
た
場
合
の
所
得
税
」
お

よ
び
「
贈
与
税
」
の
申
告
に
関

す
る
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、月
・

水
・
金
曜
日
に
資
産
税
担
当
職

員
が
お
り
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
こ
れ
ら
の
曜
日
に
お
越
し

く
だ
さ
い

問　

大
野
税
務
署☎

66
‐
２
１
８
０

①
印
鑑

② 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写

し
、
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
の
写

し
と
本
人
確
認
書
類
の
写
し

（
運
転
免
許
証
、
障
害
者
手
帳
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
は
１
点
、
健

康
保
険
証
な
ど
の
顔
写
真
の
無

い
も
の
は
２
点
必
要
）

※ 

扶
養
親
族
の
方
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
の
で
、

関
係
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

※ 

申
告
会
場
で
コ
ピ
ー
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
事
前
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す

③
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合

申
告
者
本
人
名
義
の
預
貯
金
の

金
融
機
関
、
口
座
な
ど
が
分
か

る
も
の

④
収
入
を
証
明
す
る
も
の

公
的
年
金
・
給
与
所
得
の
源
泉

徴
収
票
な
ど

⑤ 

生
命
・
地
震
保
険
料
控
除
の
場

合
は
支
払
保
険
料
控
除
証
明
書

⑥ 

国
民
年
金
保
険
料
控
除
の
場
合

は
控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収
書

⑦ 

障
害
者
控
除
の
場
合
は
障
害
者

手
帳
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
（
介
護
保
険
関
係
）

※ 
前
年
度
の
申
告
の
写
し
な
ど
を

お
持
ち
い
た
だ
く
と
申
告
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す

① 

営
業
所
得
・
農
業
所
得
の
申
告

を
す
る
方
は
収
支
内
訳
書
を
必

ず
作
成
し
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い

② 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

誰
が
ど
こ
の
病
院
で
い
く
ら
支

払
っ
た
か
を
計
算
し
て
き
て
く

だ
さ
い
（
高
額
療
養
費
、
出
産

一
時
金
、
子
ど
も
医
療
費
、
重

度
医
療
費
、
生
命
保
険
な
ど
か

ら
補
て
ん
が
あ
る
場
合
は
補
て

ん
を
受
け
た
金
額
を
含
む
）

③ 

国
民
健
康
保
険
税
は
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
で
す
。
平
成
28

年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で

に
納
め
た
合
計
額
を
申
告
（
領

収
書
の
添
付
は
不
要
）
し
て
く

だ
さ
い

国民健康保険税の納付方法と申告できる方

納付の方法 申告できる方

納付書 支払った方

口座振替 当該口座名義人

特別徴収（年金天引き） 当該年金受給者

確定申告電話相談センター
大野税務署（☎66－2180）
期　間▶1月19日㈭～ 3月15日㈬
　所得税および復興特別所得税、
消費税および地方消費税、贈与税
の確定申告に関するご質問やご相
談にお答えします。自動音声案内
に従い「0」を選択してください。

申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
に
関
す
る
注
意
事
項
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のえみ
’s

Englis
h

Colum
n I saw snow in Katsuyama

 for the fi rst time

Happy New Year, everyone! In December, I saw snow in Katsuyama for 
the fi rst time. It did snow a little in Oregon where I went to college, but 
this will be my fi rst time living in a place with heavy snow, so I expect to 
have many new experiences. 
Eating mikan at the kotatsu is a staple of the winter season. I learned 
that in Fukui, people have mizuyoukan in winter, so I tried it! I always thought of 
mizuyoukan as a summer dessert, so I was surprised by how deliciously it complimented 
the winter season.
For me, 2016 was a very busy year that fl ew by. I am so happy to be in Katsuyama for the 
New Year.
　皆さま、明けましておめでとうございます！12月に勝山での初雪を見ました。オレゴン州で大学に通っていた
頃に少しだけ雪が降ることはありましたが、雪の中で生活することは初めてなので、今までにない経験がたくさん
できることを期待しています。冬の定番といえば「こたつでみかん」。みかんはもちろん食べましたが、福井県で
は冬の定番に「水ようかん」もあると知り、チャレンジしてみました！水ようかんは暑い夏に食べるイメージがあっ
たのですが、寒い冬にも合うことに驚きました。私にとって2016年は忙しくてあっという間に過ぎたように感じ
ましたが、充実した一年でした。勝山市で新年を迎えられることを嬉しく思います。

問　未来創造課（市役所２階）　☎88－1117

山
口
茜
選
手
２
０
１
６
報
告
会

山
口
茜
選
手
２
０
１
６
報
告
会

　

山
口
茜
選
手
に
と
っ
て
躍
進
の
年
と
な
っ
た
２
０

１
６
年
の
報
告
会
が
12
月
26
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、市
民
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
口
茜
選
手
は
、
勝
山
高
校
を
卒
業
し
、
熊
本
市

に
拠
点
を
移
し
て
か
ら
の
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
の

話
や
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
「
テ

レ
ビ
の
前
で
泣
い
て
し
ま
い
恥
ず
か
し
か
っ
た
」
な

ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
、会
場
を
笑
わ
せ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
来
年
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
、
参
加
者
全
員
で

記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

問　

国
体
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
内
）

☎
88
‐
８
１
２
７

山口茜選手　2016年の主な活躍山口茜選手　2016年の主な活躍

大会名（月） 戦績

ドイツオープン（３月） ３位

シンガポールオープン（４月） ３位

全日本実業団バドミントン選手権（６～７月） 優勝

リオデジャネイロオリンピック（８月） ５位

ヨネックスオープンジャパン（９月） ３位

韓国オープン（９～10月） 優勝

デンマークオープン（10月） 優勝

台湾でメリークリスマス！
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民生委員・児童委員、主任児童委員のご紹介民生委員・児童委員、主任児童委員のご紹介
任期：平成28年12月１日～平成31年11月30日

　12月１日付けで、厚生労働大臣と福井県知事か
ら新しい民生委員・児童委員および主任児童委員
が委嘱されました。委員の方々には、支援を必要
とする住民と行政・専門機関とのパイプ役として
ご活躍いただきます。お気軽にご相談ください。

（敬称略、順不同、カッコ内は担当地区）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
名
簿

勝 　

山
▼
工
藤
美
惠
子
（
元
町
１

の
１
〜
３
町
内
）米
村
初
枝（
元

町
１
の
４
〜
６
町
内
）
向
井
す

さ
こ（
元
町
１
の
７
〜
８
町
内
）

杉
本
時
雄（
元
町
２
の
２
〜
５
、

７
町
内
）
朝
井
照
子
（
元
町
２

の
１
、
６
、
８
町
内
）
松
田
敏

男
（
元
町
３
の
１
、
２
、
７
、

８
町
内
）
出
口
早
苗
（
元
町
３

の
３
〜
６
町
内
）
油
谷
奈
奈
惠

（
昭
和
町
１
の
１
、
２
、
３
町

内
一
部
、
４
町
内
一
部
）
山
場

正
之
（
昭
和
町
１
の
３
町
内
一

部
、
昭
和
町
２
）
山
川
す
え
を

（
昭
和
町
１
の
４
町
内
一
部
、

昭
和
町
３
）
村
上
忠
義
（
旭
町

１
）松
井
弘（
旭
町
２
の
２
、５
、

６
町
内
）
細
野
順
子
（
旭
町
２

の
１
、３
、４
）
久
保
明
美
（
旭

毛
屋
町
２
、
３
、
６
町
内
）
大

林
茂
子
（
旭
毛
屋
町
１
、
４
、

５
町
内
）
斎
藤
さ
と
み
（
立
川

町
１
〜
３
町
内
）石
川
康
宏（
立

川
町
４
〜
６
町
内
）
松
村
清
美

（
下
後
）
玉
木
弘
夫
（
上
袋
田
、

下
袋
田
）
上
山
哲
夫
（
中
後
、

上
後
、上
郡
）
久
保
す
み
ゑ
（
上

長
渕
、
栄
町
１
、
２
）
加
藤
二

三
代（
栄
町
３
）細
野
富
惠（
栄

町
４
、
５
）
嶋
田
伊
佐
男
（
沢

町
１
〜
５
町
内
）織
田
貞
信（
沢

町
６
〜
９
町
内
）
橋
本
進
（
芳

野
町
１
〜
３
町
内
）
藤
澤
美
年

子
（
芳
野
町
４
〜
６
町
内
）
境

正
夫
（
芳
野
町
７
町
内
）

猪 
野
瀬
▼
森
下
悦
子
（
片
瀬
、
片

瀬
町
）
北
川
利
子
（
毛
屋
、
猪

野
）
伊
藤
新
治
（
高
島
、
西
高

島
、
北
市
）
中
村
篤
子
（
若
猪

野
、
岡
横
江
、
猪
野
口
）

平 

泉
寺
▼
松
井
誠
一（
平
泉
寺
上
）

谷
一
夫
（
平
泉
寺
下
）
南
清
和

（
岩
ヶ
野
、
大
矢
谷
、
小
矢
谷
、

上
野
）
松
田
八
千
代
（
赤
尾
、

笹
尾
、
神
野
）
山
端
玲
子
（
大

渡
、
壁
倉
、
経
塚
）

村 　

岡
▼
長
谷
川
淳
一（
郡
町
１
、

３
町
内
）
林
松
治
（
郡
町
２
、

４
町
内
）
中
村
純
一
（
郡
町
５
、

６
町
内
）
原
田
由
次
（
長
山
町

１
）
宮
塚
龍
二
（
長
山
町
２
）、

中
野
裕
子
（
滝
波
町
１
、
２
）

小
林
敞
（
滝
波
町
５
）
壺
内
茂

子
（
滝
波
町
３
、
４
）
山
岸
幸

美
（
浄
土
寺
）
西
野
學
（
寺
尾
、

五
本
寺
、
黒
原
）
佐
々
木
栄
進

（
暮
見
、
栃
神
谷
、
芳
野
ヶ
原
）

北 　

谷
▼
伊
藤
雅
子
（
木
根
橋
、

小
原
）
加
藤
美
津
子
（
中
尾
、

北
六
呂
師
）
斎
藤
甚
継
（
谷
、

河
合
）

野 　

向
▼
浅
井
由
美
子
（
龍
谷
、

竹
林
）
松
井
多
美
子
（
北
野
津

又
、
横
倉
）
山
内
ま
り
子
（
薬

師
神
谷
、
牛
ヶ
谷
）
西
出
嗣
代

（
深
谷
、
聖
丸
）

荒 　

土
▼
多
田
誠
（
新
保
、
松
ヶ

崎
）
朝
井
仁
志
（
伊
波
、
妙
金

島
）
黒
田
明
美
（
布
市
、
清
水

島
）
石
塚
美
代
子
（
堀
名
、
中

清
水
、
北
宮
地
）
丹
後
香
代
子

（
北
新
在
家
、
松
田
、
田
名
部
）

山
内
幸
枝
（
境
、
新
道
、
西
ヶ

原
、
戸
倉
）
松
山
富
夫
（
細
野

口
、
別
所
）

北 　

郷
▼
竹
内
芳
昭
（
檜
曽
谷
、

新
町
、志
比
原
）
松
川
春
美
（
上

森
川
、
下
森
川
、
西
妙
金
島
）

大
谷
健
一
（
伊
知
地
、
上
野
）

田
中
順
一
（
東
野
、
岩
屋
）
松

村
喜
代
美
（
坂
東
島
）

鹿 　

谷
▼
前
川
光
明
（
本
郷
）
嶋

田
繁
孝
（
発
坂
、
保
田
出
村
）

尾
崎
比
左
惠
（
矢
戸
口
）
寺
本

利
通
（
志
田
、
西
光
寺
）
牧
野

照
代
（
保
田
）
朝
日
力
子
（
北

西
俣
）
山
内
智
彦
（
東
遅
羽
口
、

西
遅
羽
口
、
杉
俣
）

遅 　

羽
▼
斎
藤
美
穂
子
（
蓬
生
、

北
山
、中
島
）
伊
藤
満
里
子
（
千

代
田
、
比
島
）
島
田
修
一
（
下

荒
井
、
嵭
崎
）
牧
野
敏
孝
（
大

袋
、
新
道
）

主
任
児
童
委
員
名
簿

大
沢
佑
治
・
斎
藤
は
つ
ゑ
（
以
上

勝
山
）
楠
美
榮
子
・
牧
野
栄
子
（
以

上
平
泉
寺
、
遅
羽
、
猪
野
瀬
）
田

中
美
栄
子
・
宇
佐
見
美
知
子
（
以

上
村
岡
、
北
谷
、
野
向
）
笠
松
洋

子
・
宮
川
礼
子
（
以
上
荒
土
、
北

郷
、
鹿
谷
）

問 　

福
祉
・
児
童
課
（
す
こ
や
か

内
）
☎
87
‐
０
７
７
７

新
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平
成
29
年
度
採
用

公
民
館
職
員（
嘱
託
館
長
・

嘱
託
主
事
）
募
集

国
際
交
流
サ
ロ
ン

「
中
国
春
節
パ
ー
テ
ィ
ー
」

勝
山
左
義
長
ま
つ
り

の
ぼ
り
旗
設
置
に
ご
協
力
を

　

教
育
委
員
会
で
は
、
公
民
館
職

員
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の

あ
る
方
、
力
を
発
揮
し
て
み
た
い

方
を
募
集
し
ま
す
。

共
通
事
項

採 

用
要
件
▼
次
の
４
要
件
を
全
て

満
た
す
方

①
勝
山
市
在
住
ま
た
は
居
住
予

定
で
あ
る
②
64
歳
以
下
（
Ｈ

29
・
４
・
１
現
在
）
で
あ
る
③

普
通
運
転
免
許
を
有
す
る
（
採

用
後
、
要
Ｍ
Ｔ
免
許
）
④
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る

業 

務
内
容
▼
市
立
公
民
館
の
各
種

事
業
の
企
画
・
実
施
、
市
が
行

う
各
種
事
業
と
の
連
携
調
整
お

よ
び
報
告
、
地
区
の
各
種
団
体

活
動
へ
の
支
援
、
社
会
教
育
の

振
興
に
関
す
る
こ
と
な
ど

雇
用
予
定
日
▼
４
月
３
日
㈪

提 

出
書
類
▼
履
歴
書
（
採
用
希
望

の
公
民
館
名
を
記
入
）

※ 

主
事
希
望
の
方
は
、作
文
（「
公

民
館
主
事
へ
向
け
て
の
抱
負
」

６
０
０
字
以
内
）
も
提
出

面
接
日
▼
２
月
18
日
㈯
（
予
定
）

申
込
締
切
▼
２
月
６
日
㈪

公
民
館
嘱
託
館
長
（
各
館
１
人
）

勤 

務
先
▼
平
泉
寺
・
遅
羽
・
猪
野

瀬
・
荒
土
・
鹿
谷
公
民
館

勤 

務
日
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

※ 

週
30
時
間
で
１
日
６
時
間
（
行

事
な
ど
に
よ
り
土
・
日
・
祝
日

の
勤
務
あ
り
） 

賃　

金
▼

　

62
歳
未
満　

19
万
３
５
０
０
円

　

62
歳
以
上　

18
万
３
０
０
０
円

手 

当
な
ど
▼
①
期
末
手
当
②
通
勤

手
当
③
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・

労
災
保
険
・
退
職
金
（
60
歳
未

満
）
あ
り

公
民
館
嘱
託
主
事
（
各
館
１
人
）

勤 

務
先
▼
勝
山
・
猪
野
瀬
・
荒
土

公
民
館

勤 

務
日
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

※ 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
の
う
ち
７
時
間
15
分
（
行
事

な
ど
に
よ
り
平
日
時
間
外
・
土
・

日
・
祝
日
の
勤
務
あ
り
） 

賃 　

金
▼
14
万
２
４
０
０
円
（
昇

給
有
り
）

手 

当
な
ど
▼
①
公
民
館
特
殊
勤
務

手
当
２
万
円
②
期
末
手
当
③
通

勤
手
当
④
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
手
当

（
扶
養
手
当
お
よ
び
住
居
手
当

相
当
分
）
⑤
市
職
員
採
用
試
験

受
験
資
格
（
年
齢
）
の
特
例
付

与
⑥
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・

労
災
保
険
・
退
職
金
（
60
歳
未

満
）
あ
り

※ 

④
は
県
外
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
採
用
ま
で
に
転
入
す
る
方

を
基
本
と
す
る

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

申 
・
問　

生
涯
学
習
課
（
教
育
会

館
２
階
）　

☎
88
‐
８
１
１
４

北谷公民館の連絡先が変わります北谷公民館の連絡先が変わります
　１月１日より、（特非）きただに村が北谷公民館の指定管理者
となりました。それに伴い、連絡先が変更になります。名称、
開館時間、休館日および業務内容は従来どおりです。今後も効
率の良い公民館運営を目指します。
電　話▶83－1030（FAX兼用）※83－1001は廃止
E-mail▶kouminkan@kitadanimura.org

問　生涯学習課（教育会館２階）☎88－8114

　

太
極
拳
体
験
や
水
餃
子
づ
く
り

で
春
節
（
中
国
の
お
正
月
）
を
祝

い
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き
▼
１
月
29
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

※
受
付　

午
後
１
時

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館

定 　

員
▼
小
学
生
以
上
20
人
（
要

申
込
・
先
着
順
）

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

参
加
費
▼
１
０
０
円

準 

備
物
▼
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
あ
れ
ば
麺
棒
・
す
り

こ
ぎ
棒

申
込
締
切
▼
１
月
26
日
㈭

申 
・
問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所

２
階
）　

☎
88
‐
１
１
１
５

　

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

敷
地
な
ど
へ
の
、
の
ぼ
り
旗
の
設

置
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
企
業
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。

設
置
日
▼
２
月
10
日
㈮
〜

申 
・
問　

勝
山
左
義
長
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局
（
観
光
政
策

課
内
）　

☎
88
‐
８
１
１
７

勝山市区長連合会が勝山市区長連合会が
中央共同募金会会長表彰中央共同募金会会長表彰

　勝山市区長連合会が、赤い羽根共
同募金や歳末たすけあい募金への長
年の協力により、中央共同募金会会
長表彰を受賞され、市長に報告を行
いました。
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表１　貸与区分・貸与金額（月額）

進学先 国公立 私　立 入学時特別
増額貸与金

高校・専修学校の
高等課程 1万5千円 2万5千円

大学（専修
学校の専門
課程・短期
大学）

自　宅 3万円 4万円
20万円

自宅外 4万円 5万円

※詳細は市のホームページをご覧ください
貸与総額 ＝ 貸与月額 × 12月 × 修業年数（＋入学時特別増額貸与金）

表２　返済額・返済期間

貸与を受けた
奨学金（総額）

返済額
（年額） 返還年数

40万円以下 5万円 ～ 8年

40万円超え
70万円以下 7万円 7～ 9年

70万円超え
100万円以下 10万円 8～ 10年

100万円超え
150万円以下 15万円 8～ 10年

150万円超え
250万円以下 20万円 9～ 12年

250万円超 36万円 10～ 11年

表３　収入・所得の目安

区　分 給与収入 給与以外

3人世帯
例）父母
本人

657万円
以下

286万円
以下

4人世帯
例）父母
本人
中学生

747万円
以下

349万円
以下

5人世帯
例）父母
本人
中学生
小学生

922万円
以下

514万円
以下

※ 母が無収入の場合。あくまで目安で
あり、世帯状況により異なります

表４　給与所得における控除額

年間収入額 控除額

400万円以下 年間収入額×0.2
＋214万円

400万円超え
781万円以下

年間収入額×0.3
＋174万円

781万円超 408万円

※ 収入額が268万円未満の場合、控除
額は収入額と同額

平
成
平
成
2929
年
度　

育
英
資
金
奨
学
生
募
集

年
度　

育
英
資
金
奨
学
生
募
集

対　

象
▼

• 

保
護
者
が
勝
山
市
在
住
で
、
今

春
、高
校
や
大
学
に
進
学
す
る
、

ま
た
は
経
済
的
理
由
で
就
学
の

継
続
が
困
難
で
あ
る
方

• 

他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
方

所 

得
制
限
▼
両
親
ま
た
は
こ
れ
に

代
わ
っ
て
家
計
を
支
え
て
い
る

方
の
収
入
金
額
を
対
象
と
し

て
、
所
得
金
額
か
ら
＊
特
別
控

除
額
を
差
し
引
い
た
認
定
所
得

金
額
が
、
収
入
基
準
額
以
下
で

あ
る
こ
と

＊ 

母
子
父
子
世
帯
や
障
が
い
の
あ

る
方
が
い
る
世
帯
な
ど
、
世
帯

の
状
況
に
応
じ
て
控
除
額
は
異

な
り
ま
す

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

①
市
育
英
資
金
貸
与
申
請
書

　
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

②
学
校
長
に
よ
る
調
査
書

③ 

平
成
27
年
の
所
得
証
明
書
（
家

族
で
収
入
の
あ
る
方
全
員
分
）

④
平
成
28
年
の
納
税
証
明
書

　
　
　
　
　
　
　
（
世
帯
全
員
分
）

⑤
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
証
明
書

※ 

連
帯
保
証
人
は
、
原
則
、
保
護

者
と
勝
山
市
在
住
で
所
得
の
あ

る
方
と
し
ま
す

※ 

③
④
は
、
市
担
当
者
が
原
簿
閲

覧
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
る
こ

と
で
省
略
で
き
ま
す

返
済
方
法
▼
12
年
以
内
の
返
済

（
無
利
子
）

申
込
締
切
▼
３
月
10
日
㈮

そ 

の
他
▼
貸
与
者
は
４
月
頃
に
教

育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す

申
・
問　

教
育
総
務
課
（
教
育
会

　

館
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
１
１

　

福
井
県
内
に
在
住
し
、
県
内
企

業
な
ど
に
５
年
間
勤
務
す
る
こ
と

を
条
件
に
、
最
大
１
０
０
万
円
を

支
援
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
や
対
象
業
種
お
よ
び

職
種
に
つ
い
て
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　

象
▼

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
者

① 

県
外
の
大
学
な
ど
の
卒
業
年
次

に
在
籍
し
、
当
該
年
度
末
に
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

② 

（
独
） 日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨

学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
者

③ 

県
外
の
大
学
な
ど
を
卒
業
後
、

正
規
雇
用
に
よ
り
県
内
事
業
所

な
ど
に
就
業
を
希
望
す
る
者

　

※ 

公
務
員
と
し
て
働
く
者
を
除

く

④ 

大
学
な
ど
を
卒
業
後
、
県
内
に

定
住
す
る
見
込
み
の
者

申
・
問　

県
ふ
る
さ
と
創
生
室

 

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
６
６
５

福
井
県

福
井
県  

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

  

奨
学
金
返
還
支
援

奨
学
金
返
還
支
援

  

補
助
金

補
助
金
のの
ご
紹
介

ご
紹
介
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　山口さんは、2016年毎日農業記録賞高校生部
門で「私の夢～トマト農家への道～」という作文が、
優良賞＆特別賞を受賞しました。
　毎日農業記録賞は、「農」「食」「農に関わる環境」
への関心を高めるとともに、それに携わる人たち、
これから携わろうとする人たちを応援する賞で今
年で44回を数える歴史のある賞です。
　受賞の感想は、自分が受賞するなんて思ってい
なかったのでとてもびっくりしたそうです。
　作文では、学校での水田実習・友好協定を結ん
でいるインドネシアのタンジュンサリ農業高校で
の短期留学のエピソード・トマトの生産農家での
インターンシップなどの話を交えながら農業の知
識を深めていく様子が書かれています。
　作文を書く上で、4000字という長い文章を書
くということが初めてだったので、どういう構成
で文章を作り上げるかが一番苦労したと言います。

　山口さんにとってのトマトとは、おばあちゃん
ちでいつも食べていたとても馴染みのある食べ物
で小さい頃から好きだったそうです。
　自分のトマトを作りたいと思い今年、家のプラ
ンターでトマトを自己流で栽培したそうですが、
実が小さく酸味が強いトマトが出来てしまいうま
くいかなかったそうです。それで、より一層正し
い栽培知識と技術を身につけて、実践できること
が大事だと感じるようになったそうです。
　将来は、トマト農家に早くなりたい！！！その
目標に向かってどのように自分が進んでいけばい
いか考えていますと笑顔で話していました。

出会い・ふれあい
大好きなトマトのために

山　口　杏
あ
　海

み
さん（17）

福井農林高校２年生
＝立川町１＝

元
正
天
皇
御お

歯は

髪が
み

塔
念
碑
そ
の
２

と
顕
海
碑

　

前
回
に
続
き
元
正
天
皇
御
歯
髪
塔
念
碑
と
そ

れ
に
関
わ
る
碑
を
紹
介
し
ま
す
。

　

歯
髪
塔
が
平
泉
寺
墓
地
に
建
て
ら
れ
た
の
は
、

字
向
三
昧
の
東
端
約
百
坪
の
地
が
古
来
「
オ
ハ

ガ
ミ
」「
オ
ハ
ミ
サ
ン
」
と
称
し
、
高
貴
な
方
の

お
墓
が
あ
っ
た
場
所
と
し
て
畏
敬
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
よ
る
。
昭
和
15
年
（
１
９
４
０
）、
歯
髪

塔
の
近
く
に
「
元
正
天
皇
御
歯
髪
塔
奉
修
記
念

碑
」
も
建
て
ら
れ
た
。
裏
面
の
会
員
氏
名
は
判

読
で
き
な
い
が
、
表
に
は
次
の
よ
う
な
趣
旨
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　
〝
本
年
は
昭
和
12
年
の
日
中
戦
争
開
始
か
ら
４

年
が
経
過
し
、
皇
紀
二
千
六
百
年
を
迎
え
、
さ

ら
に
平
泉
寺
中
興
の
祖
顕
海
上
人
三
百
五
十
回

忌
の
年
に
も
あ
た
る
。
そ
こ
で
有
志
が
相
図
っ

て
奉
賛
会
を
結
成
し
こ
の
よ
う
な
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。〞

　

元
正
天
皇
に
か
か
わ
る
碑
は
も
う
一
つ
建
て
ら

れ
て
い
る
。「
元
正
天
皇
御
歯
髪
塚
」
で
、
そ
の

由
来
は
不
明
で
あ
る
。
裏
面
に
昭
和
58
年
10
月

吉
日
平
泉
寺
区
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
の

背
後
に
は
「
御
経
台
」
の
碑
も
建
つ
が
元
正
天

皇
に
関
係
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

少
し
離
れ
た
場
所
に
は
賢
聖
（
玄
成
）
院
の

再
興
に
か
か
わ
っ
た
顕
海
・
専
海
・
日
海
三
人
の

墓
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。天
正
２
年（
１
５
７
４
）、

平
泉
寺
は
一
向
一
揆
に
攻
撃
さ
れ
焼
亡
す
る
が
、

顕
海
は
弟
子
の
専
海
・
日
海
と
と
も
に
逃
れ
、

美
濃
国
（
岐
阜
県
）
桔
梗
原
に
移
り
住
ん
だ
。

そ
し
て
顕
海
ら
３
人
は
10
年
ぶ
り
で
焼
け
跡
に

戻
り
平
泉
寺
を
再
興
す
る
。
中
央
の
顕
海
墓
に

は
「
當
山
再
興
僧
正
顕
海
法
印
」、裏
面
に
は
「
天

正
十
七
己
丑
二
月
廿
七
日
」
と
あ
る
。
昭
和
15

年
は
こ
の
年
か
ら
ち
ょ
う
ど
３
５
０
年
目
に
あ

た
る
。

　

そ
の
後
、
専
海
・
日
海
の
時
代
に
平
泉
寺
は

徐
々
に
復
興
を
遂
げ
て
い
く
。
天
正
11
年
に
は

平
泉
寺
門
前
并
四
寺
内
十
ケ
所
に
対
す
る
禁
制

が
豊
臣
秀
吉
か
ら
与
え
ら
れ
た
。
慶
長
６
年（
１

６
０
１
）、
福
井
藩
主
結
城
秀
康
よ
り
村
内
か
ら

高
２
０
０
石
が
白
山
御
供
田
と
し
て
寄
進
さ
れ
、

寛
永
元
年
（
１
６
２
４
）
に
改
め
て
幕
府
か
ら

朱
印
地
と
し
て
安
堵
さ
れ
た
。
同
３
年
に
は
福

井
藩
よ
り
野
中
村

（
永
平
寺
町
）
の
内

か
ら
高
１
０
０
石

が
、
同
７
年
に
は

松
平
勝
山
藩
か
ら

高
30
石
の
寄
進
を

受
け
た
。
翌
８
年
、

平
泉
寺
は
上
野
寛

永
寺
末
と
な
る
。

　

前
号
の
竹
内
鉄
也
は
武
内
鉄
也
の
誤
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

石
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日
頃
か
ら
、
家
族
の
日
常
的
な
診

療
や
健
康
管
理
を
し
て
く
れ
る
、
顔

な
じ
み
の
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
こ

と
が
大
事
で
す
。

　

健
診
結
果
な
ど
を
気
軽
に
相
談
で

き
る
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
こ
と

は
、
病
気
の
早
期
発
見
や
予
防
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

大
病
院
で
は
、
高
度
な
検
査
や
治

療
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
専
門
性
が

高
い
分
、
そ
の
他
の
分
野
の
体
の
異

変
ま
で
は
、
な
か
な
か
診
て
も
ら
え

な
い
事
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
頼
り
に
な
る
の
は
、
体

全
体
を
診
て
も
ら
え
、
直
接
的
な
症

状
で
な
く
て
も
、
体
の
異
変
に
気
づ

い
て
も
ら
え
る
か
か
り
つ
け
医
で

す
。
ま
た
、
い
ざ
高
度
な
検
査
や
治

療
が
必
要
な
場
合
は
、
紹
介
状
に
て

大
病
院
や
専
門
病
院
へ
つ
な
い
で
く

れ
ま
す
。

　

二
重
の
安
心
を
手
に
入
れ
る
た
め

に
も
、
身
近
な
か
か
り
つ
け
医
を
も

ち
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
お
口
の
中
の
ケ
ア
を
し
て

く
れ
る
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」
や
、

お
薬
の
状
態
を
分
か
っ
て
く
れ
る

「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
」
を
も
つ
こ

と
も
お
勧
め
し
ま
す
。

　

さ
あ
、
家
族
そ
ろ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□ 

家
族
一
人
ひ
と
り
に
か
か
り
つ
け

医
が
い
ま
す
か
？

□ 

家
族
一
人
ひ
と
り
に
か
か
り
つ
け

歯
科
医
が
い
ま
す
か
？

□ 

何
か
症
状
が
あ
っ
た
時
、ま
ず
は
、

総
合
的
に
判
断
し
て
く
れ
る
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
し
て
い
ま
す

か
？

□ 

気
軽
に
相
談
で
き
る
病
院
・
お
医

者
さ
ん
は
身
近
な
存
在
で
す
か
？

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
8
8
8

自分の健康は
自分でつくり守る

す こ や か
勝 山 12 か 条

第１条　かかりつけ医をもちましょう第10回

件数内訳 平成28年12月末 前年比

総件数 ４２３件 －２１件

人身事故
（うち高齢者）

１７件
（５）

－１２件
（－５）

死　者
（うち高齢者）

２人
（１）

０人
（－１）

傷　者 １７人 －１７人

物損事故 ４０６件 －９件

１月の納税

11月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 12月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,536人 3 －16 －13 13 －13 0 11,523人 －13人
女 12,622人 4 －15 －11 29 －18 11 12,622人 0人
合　計 24,158人 7 －31 －24 42 －31 11 24,145人 －13人
世帯数 8,015世帯 8,024世帯 9世帯

人口の動き

市・県民税、国民健康保険税▶第４期　
納期限▶1月31日㈫　口座振替▶1月26日㈭

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

「中国との恐竜化石共同調査」1月15日㈰
博物館セミナー

「親子で恐竜メッセージボードを
つくろう！」

1月22日㈰
恐竜ふれあい教室

「三葉虫を調べよう」１月29日㈰
博物館自然教室

「宝探し！
金色の鉱物をさがそう！」

2月12日㈰
恐竜ふれあい教室

１月23日㈪～ 27日㈮（施設点検のため）
２月８日㈬

休館日

行ってみよう

湯ったり勝山
　12月のマイステージで
は、落語「時うどん」の披
露があり、皆さん楽しく聞
き入っていました。
　市では、65歳以上の市民
が10人以上の団体に対して、
湯ったり勝山への無料送迎を
行っています。運動指導士に
よる健康カラオケ体操で身体
を動かし、お風呂に入ってリ
フレッシュしましょう。
申・問　地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください

「やすらぎ」

今
月
の
湯
っ
た
り
川
柳

大
仏
も

ゆった
り
いい
な
、と

窓
の
ぞ
き

佐
々
木　

麗
子


